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	 本研究は，動詞に接続する諸形式や主格助詞（ガ格）に注目し，日本語を母語として獲得する幼

児がどのように TP（時制句）を投射するかについて考察する。具体的には，以下の三段階を経て大
人と同様の TP 投射が発現すると主張する。すなわち，幼児は (i) 動詞語幹と活用語尾が分化して
おらず，どの項に対しても主格を付与しない段階，(ii) 動詞語幹と活用語尾が分化するようになる
が，theme項にのみ主格を付す段階，(iii) agent項にも主格を付す段階を経る。 
	 従来の日本語の TP 獲得に関する研究では，時制辞を伴う発話が見られた段階が TP の発現であ
るとみなしたり（Nakayama 1996），動詞を用いている文の場合，時制辞が含まれていない文は発達
を通して観察されないため，Tを欠く構造にはなっていないとされたり（Sano 1995），時制辞の方
が主格助詞よりも早い段階で発話に現れるため，少なくとも主格助詞が現れた段階は TP の発現と
みなせると指摘されてきた（Matsuoka 1999）。しかし，日本語の動詞は語幹も活用語尾も拘束形態
素であり，時制辞が現れることがそのまま Tを投射していることを示すかどうかは疑問が残る。ま
た，主格助詞についても初期段階では，theme項のみに標示されるとする報告もあり（鈴木 2007），
TP の特性が大人とは異なる可能が示唆されている。このように，幼児は確かに動詞に時制辞を接
続させた形式を早い段階から発話してはいるものの，大人と同様の TP が投射されているかは必ず
しも明らかではないように思われる。 
	 そこで，本研究では，TPの投射のためには動詞語幹と時制辞が別の形態素であり，それぞれが別
の投射から成ることを示す必要があると考え，具体的には，以下の 3 点を検討する。(1) 動詞語幹
と時制辞が接続する形式において，（異なり語数が）生産的に増える時期はどの時期なのか。例え

ば「あった」と「来た」はタ形が接続されているが，異なる動詞語幹に接続されているため，異な

り語数は 2 と計算する。(2) ある任意の動詞に複数の活用形が見られるのはどの時期なのか。例え
ば「出る」と「出た」は同じ動詞語幹であるが，二つ以上の活用形が見られる。このような複数の

活用が見られる動詞がどの程度現れるかを検討する。(3) 主格助詞が接続する名詞の意味役割につ
いて，theme項ならびに agent項が現れるのは上記の(1)と(2)と対照させ，どの時期なのかを特定す
る。本研究では，CHILDESデータベース（MacWhinney 2000）における Akiコーパス（Miyata 1995）
を用い，幼児 1名（Aki）の 1歳 5ヶ月から 2歳 5ヶ月までの自然発話の中から動詞文と主格助詞
をそれぞれ取り出した。周囲の大人の発話の模倣と思われる文や不明瞭な文については，分析から

除外した。その結果を上記のうち，(1)と(2)について，それぞれ図 1と図 2に示した。X軸は年齢，
Y軸は累積数を表している。図 1と図 2の共通点は，1歳 5ヶ月から 2歳 0ヶ月までは累積数がほ
ぼ横ばいで 0に近いが，2歳 1ヶ月以降は徐々に数が増え始め，特に 2歳 3ヶ月の段階で大幅に伸
びていることが分かる。このことから少なくともこの時期には動詞語幹と活用語尾が別の形態素で

あると認識され，多様な組み合わせを産出できるようになっていると考えられる。また，(3)の主格
助詞については Aki の場合も，2 歳 0 ヶ月から産出が見られるが，鈴木(2007)の幼児と同様に，最
初は theme 項のみに標示されており，agent 項に付されるようになるのは 2 歳 4 ヶ月の段階に入っ
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てからであった。この時期は，(1)と(2)の動詞語幹と活用語尾が別の形態素であると認識されるよう
になった後の段階である。以上の観察から，本研究では，幼児は (i) 動詞語幹と活用語尾が分化し
ておらず，どの項に対しても主格を付与しない段階（Akiでは 1歳 5ヶ月から 2歳 0ヶ月までの段
階が相当する），(ii) 動詞語幹と活用語尾が分化するようになるが，theme項にのみ主格を付す段階
（Aki では 2 歳 1 ヶ月から 2 歳 3 ヶ月までの段階が相当する），(iii) agent 項にも主格を付す段階
（Akiでは 2歳 4ヶ月から 2歳 5ヶ月までの段階が相当する）を経ると主張する。 
 
 
 
 
  
  
 
  
  
 
  
 
   
 
図 1. 「V＋X」の異なり語数の累積数	 	 	 	 	 図 2. 二つ以上の活用形が見られる動詞の累積数	  
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